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６年生の修学旅行が、１０月２９日３０日の両日、

伊江島、本部町で実施され、楽しい思い出づくりとなり

ました。一日目の伊江島探訪は、フェリ－での船酔いす

る児童も居ず無事に伊江島へ到着。その後、ア－ニ－バ

イル碑、ミ－シ－公園を訪ね昼食。午後には、城山登山、

湧出展望台、滑走路跡、ニャティヤ洞などを見学し、雄

大な自然に満喫しました。城山登山（伊江島タッチュ

－）の後は、家族へのお土産を買いました。

午後には再びフェリ－にて本部港に到着。すぐさま宿

泊先のホテルへ移動しました。夕食後は、余興大会で盛

り上がり楽しい時間を過ごしました。

二日目は、もとぶ元気村で、サバニやバナナボ－トの体

験及び文化体験（陶芸の絵付け・ローソク作り）を行い

ました。また、昼食後にはパイナップル園で大切な家族

のためにお土産を買い早めの帰校となりました。

今回の修学旅行は、集団のルールがしっかり守られ、

あいさつも上手でホテルや添乗員及びカメラマンの皆さ

んからお褒めの言葉を頂きました。また、お互いの思い

やりや協力心があり、見学コースや食事等のマナーもた

いへん良く、更に自分たちで楽しもうとする気持ちがで

た有意義な修学旅行でした。一人一人が修学旅行で感じ

たことや楽しかったことを一言書いてもらいました。

○ 稲嶺綾也

伊江島タッチューの頂上の景色がとてもきれいだった。

○ 北谷朋輝

一番の思い出は、伊江島タッチューの頂上に登った時

の景色です。とてもきれいで伊江島の畑が想像以上に

多かったのでびっくりしました。

○ 新田清崇

厳しい山道をみんなとお話をしながら、伊江島

タッチューに登ったことが一番の思い出。

○ 島元浩志

バスであゆむさんと一緒に色々な歌を歌いました。楽

しい修学旅行でした。

○ 志茂 佑

ホテルでの夕べの集いでの芸や夜、みんなでトランプ

などをやったことです。とてもいい思い出をつくること

ができて良かったです。また行きたいです。

○ 玉井俊輔

ホテルでみんなと楽しくやった夕べの集い。でもフォー

クダンスは恥ずかしかった。

○ 南 右京

タッチューに登って行くときの途中で頭を打って血がで

たこと。痛かったけど、山登りは楽しかった。

¡ 伊禮樹音

バスの中でみんなとしりとりをしたり、クイズをした

り、いろいろな遊びをしました。いろんな思い出ができ

たけど、バスの中でみんなで遊んだことが一番の思い出

です。

¡ 宮西勇璃

一日目の夜、寝るときにこわい話をしたことです。みん

なで一カ所に集まって話をしたこわい話はとても面白かっ

たです。

○ 新 垣 澪

伊江島タッチューをあきらめないで登りいい景色を見ら

れたこと。疲れたけど一生忘れられない景色を見ました。

¡ 千葉悠平

ホテルに行って眠る時ホラー話をして怖かったです。怖

い夢を見ないか心配だったけど、怖い夢を見なくてぐっ

すり眠ることができたので良かったです。

¡ 仲門音音

もとぶ元気村でサバニやバナナボートに乗りたくさんの

経験ができました。

¡ 仲西史也

もとぶ元気村でバナナボートや伊江島タッチューに登ったり

して、景色も良くて楽しかったです。ホテルでの寝心地も良かっ

たです。

¡ 渡慶次汐音

もとぶ元気村でのバナナボートです。海の上でバナナボート

に乗りスタップが引っ張ってくれてスピードも早くて

とても楽しい体験でした。

¡ 千葉涼平

伊江島タッチューをあきらめず登ることができたことが

一番の思い出。登る時は急な坂道を一生けんめい登った。

¡ 波平双葉

ホテルでの夕べの集いです。初めての夜みんなで

遊びました。とっても楽しかったです。

¡ 志茂恋桜

バスの中で音楽やレクをしたり、伊江島タッチュー

やニャティヤ洞に行ったこと。

¡ 徳嶺亜佑夢

夜、怖い話をして寝むる時、夢を見るか心配だったけ

ど怖い夢を見なかったのでとても安心しました。これが

一番の思い出です。

以上のことが最も印象に残ったようです。他にも多く

の思い出を原稿用紙にまとめてあります。機会がありま

したらご覧ください。
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ヒラヤーチづくりに１年生が挑戦。おいしそうなヒラヤーチが

完成した後は全児童へ配食。みんなでヒラヤーチを味わいました。

このヒラヤーチづくりは、１１月１２日（木）、生活科の授業のな

かで計画され、エプロン姿で一生懸命に挑戦しました。

おおむらそらさんは、「１ねんせいみんなでつくり、たべま

したがおいしかったです。５ねんせいのおにいさん、おねえさ

んたちにひらやーちをあげたら、おいしいといってくれたか

ら、またつくりたいです。みんなでつくることがたのしみにな

りました」と日記に綴っていました。 これからも、お母さん

の手伝いをしながら、美味しいヒラヤーチづくりにチャレンジす

ることでしょう。

＊感想文の入賞者は、次号で掲載します。

＜感想画＞ 自由 指定

１年 ＜佳作＞上原菜月 ＜入選＞山城凛夏

２年 ＜優秀＞小堀端乙能 ＜入選＞宮城優里菜

３年 ＜入選＞仲間大虎 ＜佳作＞上原佳月

４年 ＜優良＞新田海空 ＜優良＞仲門花優音

５年 ＜入選＞新里察得 ＜入選＞徳嶺にいな

６年 ＜入選＞渡慶次汐音 ＜入選＞ 千葉涼平

子どもが育つ魔法の言葉よ り
ドロシ－・ロ－・ノルト、レイチャル・ハリス 著

「責任感を育てる」

自分のしたことがどんな結果になるのかを、子どもは、実

際の経験や遊びをとおして学んでゆきます。幼い子どもは、

床にわざとスプ－ンを投げ落とします。そして、お母さんが

拾ってくれればまた落とします。その子は、自分のしたこと

に親がどう反応するかを見て楽しみながら、原因と結果のゲ

－ムをやっているのです。親がスプ－ンを拾うのをやめるま

で、このゲ－ムは続きます。

子どもは成長するにしたがって、自分の行為が周囲の人

々にどんな結果をもたらすかに対して、敏感になります。

こうして、子どもは、自分のしたことには責任を取らなく

てはならないのだということを学び始めるのです。そんな

とき、子どもが、あまりにも自分を責めたり、失敗を恐れ

て引っ込みじあんになったりしないように、親は気をつけ

たいものです。子どもは、素直に自分の過ちを認めるもの

です。子どもは、親の喜ぶ顔を見るのが大好きなのです。

・・・・・中略

子どもの努力を認め、褒めることはとても大事で

す。そうすれば、子どもは、失敗したあと、きちん

と対処することは決していやなことではないのだと

いうことを学ぶことができます。努力を認めてもら

えば、子どもはそれを覚え、失敗への対処の仕方も

だんだん良くなってゆくのです。

一方３、４年生は、くらしきダムを訪ね、これからの

学習に役立てることをねらいとした見学でした。

４年生の北谷晃人さんは「ダムの水は浄水場に送るだ

けではなく川にも送っていること。ダムの広さにビック

リしたこと」など、いろいろ学べたことをまとめていま

した。また、伊禮心音さんは、「展望台から見た風景は、とて

もきれいに見えて、ダムが大きく見えたので、きれいでした」

とお話していました。みなさんは、ダムのことについてたくさ

ん学んだようでした。今後の学習にいかすことでしょう。

本とふれあう機会をつくり、読書に親しませ、読書

意欲を高めることをねらいとして、１０月１日～３０

日まで「読書月間」の期間でした。取り組みとして、

読書郵便（自分が読んで面白かった本を友達や先生方

に紹介する）や読書クイズ（必読図書等からの出題で

給食時間で放送）さらに、読書のたび、読書感想文・

画等の取り組みがありました。本の貸し出しは期間中

３冊までとなり、多くの児童が好きな本にふれあいま

した。読書月間中の各学年平均読書冊数及び多読者は

以下の通りです。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全体

男子 48.6 12.2 12.5 8 8.3 11.2 16.8

女 子 37.5 23 13.4 10 5 9.8 16.5

全 体 43.7 17 12.8 9.5 6.6 10.7 16.7

＜ 低学年＞

徳村保成（５４冊）波平瑛侍（４９冊）千葉結斗（４９冊）

上原菜月（４８冊）栄盛快夢（４７冊）山城凛夏（４７冊）

高江洲大夢（４４冊）大村空（３３冊）幸地りみ（２７冊）

宮城優里菜（２４冊）

＜高学年＞

千葉涼平（３７冊）伊禮心音（２６冊）渡慶次汐音（２４冊）

屋宜美羽（２２冊）玉井俊輔（１９冊）仲間春翔（１８冊）

志茂恋桜（１６冊）新田海空（１４冊）稲嶺綾也（１３冊）

私たちの住んでいる糸満市について調べ生活科の学習に役立て

ようと西崎町にある宮平乳業とサン食品を１１月６日（金）見学し

ました。見学した後日、１・２年生のみなさんはお礼文を

書きました。２年生の幸地りみさんは、「サン食品のみな

さんおいしいおそばをありがとうございました。サン食品

は、おきなわそばだけではなくて、うどんやラ－メン、や

きそばがありました。そばはとてもおいしかったです」と

お礼文を書きました。

また、２年生の宮城優里菜さんは、「宮平乳業の宮城さ

んいろいろな話をしてくれてありがとうございました。は

じめて分かったことがいっぱいありました」とお礼文をつ

づりました。みなさんにとって楽しい見学でした。


